
セルリー（セロリ）の栽培方法 

１ 栽培のポイント 

（１）有機物を多く施し、深く耕しましょう。 

（２）高温、低温に弱いので、播き時を守りましょう。 

（３）夏の育苗管理を入念に行い、良苗をつくりあげます。 

（４）低温期に入るまでに大株に育てます。 

（５）根が浅く、乾燥には弱いので土壌水分に注意します。 

（６）高温・乾燥期には寒冷紗で覆います。 

 

２ 特性 

（１）生育適温は１５～２０℃です。 

（２）種子は１８～２０℃でよく発芽するが、１５℃以下では発芽までに長い期間を必要とします。２５℃以

上になると発芽は著しく劣り、３０℃以上ではほとんど発芽しません。 

（３）本葉２～３枚で１２～１３℃以下の低温にさらされると花芽ができてトウ立ちします。 

（４）低温感応程度は大きくなればなるほど、低温であればあるほど敏感です。 

（５）花芽分化後の高温、長日でトウ立ちします。 

３ 種まき 

（１）トロ箱などによく腐った堆肥と土を６：４の割

合によく混ぜて入れ、床土を水平にならします。 



（２）３～５ｃｍ間隔にまき溝をつけ、２０ｃ㎡当た

り０．３ｍL の種をすじまきにします。 

（３）その植えから軽く鎮圧して、かん水し、さら

に新聞紙などでおおって乾燥を防ぎます。 

（４）寒冷紗を５０cm 以上の高さを水平に張り、

風通しのよいところで育苗します。 

 

（５）発芽までは乾燥させないように注意し、発

芽を確認したらすぐに新聞紙を除去します。発

芽後は多湿にならないよう少なめにかん水しま

す。 

（６）発芽ぞろいになれば密生部、徒長している

もの、奇形なもの、とくに大きい者や小さいもの

を間引きます。 
 

４ 移植 

（１）育苗床は１０㎡当たり堆肥４０kg、有機入り化成肥料 500g を移植する 10～15 日前には土と混ぜて

おくのがよい。 

（２）本葉１．５～２枚頃に６×６ｃｍ間隔で育苗箱から移植床に移植します 

（ポットに移植して植え付けまでポットで管理しても可） 

（３）高温期の育苗となるので、通風をよくし、白寒冷紗を水平張りにして地温、気温の低下をはかりま

す。 

（４）本葉４枚頃に１５×１５ｃｍ間隔になるように再び移植作業を行います。 

（５）植え付け１０日前にはかん水量を減らし、根回しをして新根の発生を促します。 

移植密度のめやす 
 

 

５ 畑の準備 

（１）植え付け２～３週間前に１０㎡当たり堆肥５０kg、苦土石灰 1.5kg、有機入り化成肥料４kg を施して

深く耕し、１．２ｍ幅の畝を作ります。 



６ 植え付け 

（１）本葉７～８枚ころ株間３５ｃｍの２条千鳥で植え付けます。 

（２）植え付ける前に苗床に十分かん水しておきます。 

（３）夕方涼しくなってから根土が落ちないよう、ていねいに苗を掘り取り、根元が盛り上がるよう浅く植

え付けます。 

（４）その後ワラなどを株間にしき、十分かん水して乾燥をふせぐ。 

７ 追 肥 

（１）植え付け後、１５～２０日おきに高度化成肥料を１０㎡当たり５００ｇを標準に生育状況を見ながら施

します。 

（セルリーは比較的多肥を好みます） 

８ 管 理 

（１）生育の促進をはかるため、夏場は寒冷紗などで遮光して高温にならないようにし、また乾燥に気を

つけ株元にかん水を行います。 

（２）わき芽や病気にかかった葉、古い葉などは早めに取り除きます。 

（３）植え付け後８０～９０日経過し草丈が５０～６０ｃｍで葉が開き気味となり、葉色がやや薄くなった頃

が収穫の適期になります。 

９ 病害虫 

（１）育苗期に乾燥するとハダニが発生する。葉がカスリ状になっていたらハダニがいないか葉裏をよく

観察してください。 

（２）その他ヨトウムシ類、アブラムシ類も発生します。 

（３）排水の悪いほ場では軟腐病が発生しやすいため注意します。 

（４）斑点病は発生したらなかなか止まらないので発生初期に薬剤散布を行います。 

１０ その他 

倉敷管内では総社市山手地区で秋～春にかけてセルリーがハウス栽培されています。 



  

 
夏場の高温期の育苗では扇風機などを使っています。 

 

* 

セルリーの収穫が終わるとメロンを栽培しています。 山手の

メロンは大きくボリューム感があります。  
 

（戻る） 


